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1. はじめに

　生命機能研究科では設立当初から研究科の国際化
を主要な目標に据えてきました。外国人が当研究科
の大学院生となるための応募を容易にするため、
2004 年度入学試験（2003 年夏実施）から GRE 
(Graduate Record Examinations)とTOEFL (Test of 
English as a Foreign Language)により、受験のた
めにわざわざ来日する必要を無くした選抜を実施し
ています。こうした大学院生獲得のため制度とは別
に、21世紀COE(Center of Excellence)プログラム
「生体システムのダイナミクス」（平成14～18年度）
およびグローバルCOEプログラム「高次生命機能
システムのダイナミクス」（平成19年度～）の支援
を受け、平成14年度より様々な国際化を目指した
プログラムを展開しています。外国人招聘講師によ
るセミナーの開催、国際共同研究活性化のための短
期招聘、大学院生や研究員の国際学会や短期コース
への派遣、さらに1年以内の短期留学支援などを随
時行っています。さらに、これまでに隔年で3回の
国際サマースクールを実施してきました。以下に、
サマースクールを中心に、これらの国際的活動を紹
介します。

2. 国際サマースクール

　国際サマースクールは2004、2006、2008年の7

月に開催されました。参加者はホームページ、メー
ルや郵送したポスター等により公募しました。メー
ルを含めて、何らかの形で研究科に過去にコンタク
トがあった外国の学生や研究者にサマースクール参
加者募集の周知をお願いしました。申請書、指導教
員や上司の推薦書などの提出された書類に基づいた
審査により、学年や研究経験、さらに国別の人数の
バランスも考慮して、参加者の選考をおこないまし
た。その結果、各回20－ 25人の学生を招聘し、こ
れまでに、3回の国際サマースクール参加者を合わ
せると、のべ65人の外国からの学生が生命機能研
究科に滞在しました。参加学生の出身国はオースト
ラリア、バングラデシュ、中国、台湾、フィリピン、
インド、インドネシア、韓国、マレーシア、パキス
タン、シンガポール、タイ、米国、英国、カナダ、
ドイツ、ロシア、スロバキア、メキシコ、イラン、
ポーランド、ルーマニア、レバノン、アルゼンチン、
ニュージーランド、トルコと26カ国に及んでいます。
いわゆる先進国の学生は少数派で、（残念ながら）
アフリカを除く全ての大陸からの学生が参加し国際
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色豊かな環境を作る事ができました。これらの外国
からの学生に加えて、ほぼ同数の生命機能研究科所
属の学生がサマースクール講義を受講しました。
　回によって多少の違いはありますが、第１週は生
命機能研究科と関係研究科の講師陣による講義、そ
れ以後は研究室に少人数で分散して、研究を実際に
体験するというスケジュールで実施されました。

　講義に関しては、2004 年の第 1回サマースクー
ルでは、参加者全員が同一の講義を受けました。第
2、3回サマースクールでは、第 1回スクールの学
生の「専門外の内容が難しかった」等のコメントに
基づいて、講義をコースに分けて提供することにし
ました。初日は研究科の研究内容を概観する講義を
行いましたが、2日目からは①分子・細胞生物学、
②ナノバイオロジー、③神経科学の3コースに分か
れて、ある程度専門性を持たせた講義内容にしまし
た。
　また、単に講師陣による講義だけでなく、外国か
らと大阪大学からの参加者全員が研究発表を行いま
した。阪大生にとっては、初めての英語による研究
発表となったケースも多く、必ずしもスムーズには
いかなかった発表もありましたが、貴重な経験にな
りました。

3. 学生主体の国際合宿

　グローバルCOEプログラムの一環として、学生
が主体となり計画運営する合宿（リトリート）をこ
れまでに3回行っています。学生の自主性とリーダ
シップを引き出すため、学生たちが直接依頼し外部

から招待した先生方を除いて、生命機能研究科の教
授および准教授は参加しない形式で行いました。研
究科からは、学生および、ポスドク、助教までが参
加することができます。2009 年夏に神戸の六甲山
で行った合宿には、外国からの学生とポスドクが
12人招待され、3日間の集中的な討論と発表を英語
で行いました。このように学生たちが密に、夜遅く
まで討論を行う環境におかれる事で、言語の壁も低
くなり打ち解けることができました。合宿でのこう
した経験を経て、山を下り研究室に戻ったときには、
実験やセミナーにおける意思の疎通が格段に向上し
たというコメントが、外国人学生からも阪大生から
も多くあり、非常に好評でした。討論や発表の内容
も、生命機能研究科の理念である異分野融合研究を
中心にグループを変えながら、どのような融合研究
が可能か、またやりたいかについて活発な議論がな
されたようです。
　こうした合宿の経験を生かし、2010 年夏には、
さらに多くの外国からの学生の参加を募り、サマー
スクールと合宿を一体化させた形で実施することを
計画しています。合宿は毎年行っており、合宿を立
案・実施する学生たちの経験度も高まってきており、
かつそれが年ごとに向上しながら先輩から後輩に引
き継がれています。このような合宿により、外国の
研究室や研究科とも年を超えてある程度永続的な国
際協力関係を構築する事を目標にしています。

4. 学生・ポスドクとして再来日する外国人学生

　過去3回の国際サマースクール参加学生の中には、
大学院生として生命機能研究科に入学する学生が増
えてきました。2004 年サマースクールに参加した
パキスタンからの参加者は、生命機能研究科5年一
貫制博士課程の3年次に編入（博士後期課程に相当）
し、既に博士号を取得し活躍しています。また、
2006 年サマースクールに参加したロシアからの学
生は、国費留学生として生命機能研究科に入学しま
した。その他にも、再びグローバルCOEプログラ
ムの短期留学あるいは研究者招聘制度を利用して、
来阪し研究をしながら大学院入学を目指している方、
あるいは特任研究員として研究に従事している方が
います。
　GREとTOEFLを利用した入試制度だけでは、外
国の学生にとっても、彼らを受け入れる我々にとっ
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ても、言語、文化、慣習の違いを超えて、お互いの
能力と大学の研究環境を十分に知る事は困難を極め
ます。Skype等のビデオ付きのインタビューが可能
になった現在でも、実際に時間をかけて会い、お互
いを知る事は欠かせないと思います。上に挙げた例
では、サマースクールや合宿で一度、十分な時間を
使って相互理解ができたことが、再来日し生命機能
研究科に正規の学生あるいはスタッフとして参加す
ることを可能にしたと言う事ができるでしょう。

5. おわりに

　大学の国際化に関して、留学生を迎えるための

Global 30 (G30)等、制度面、資金面でのサポート
が充実してきつつあることは、大変喜ばしいことで
す。ただ、このような制度を多くの外国人学生に利
用してもらうためには、大阪大学をまずよく知って
もらうことが重要です。外国の学生個人個人が大阪
大学を視野に入れ、入学を検討するところまで持っ
てくるためにも、国際サマースクールや国際合宿の
様な短期プログラムは、非常に有効であると考えて
います。


